












































が、この詠作から分か ように、そもそ 紫式部は身の憂さを抱えていたのであり、 「内裏は憂悶を掘り起こす新たな契機となり、改めて「憂さ」を断ち切れぬ自分を認識
⑺
」させたのである。しかも、






「あるじのおほい殿、 「あはれ、さきざきの行幸を、などて面目ありと思ひたまへけむ。かかりけることもはべりけるものを」と、酔ひ泣きしたまふ。 」 （二七）
「宮の御父にてまろわろからず、まろがむすめにて宮わろくおはしまさず。母もまた幸ありと思ひて、笑ひたまふめり。よいをとこは持たりかし、と思ひたんめり」 （三一）









ことを回避し、登場人物がどんな立場の人であろうと 故意の褒貶をせず、随身や家司の愚かさ、加階された官僚らの満足げな表情女房たちの泣き笑 、ないし駕輿丁の喘ぎ等々、何時の世にも見られる「平俗な衆生相」そのものを終始見詰めてい いわば、平安
― ―126








































































彼女は「宮詞」 祖といわれる中唐の王建の「宮詞」百首にそそられて、自らの後宮生活をも「宮詞」百首に詠みこんだと見られている。それはいわば 蜀国の地方豪族の姫だったらしい花蕊夫人が、今までとはまったく別世界 後蜀国主の後宮に入ったことが、中流貴族の娘 ある紫式部が に入ったのに似ており、 先行した文学創作に刺激を受け後宮生活を百首の詩 詠ん のも 紫式部が枕草子の存在を強く意識したであろうこ も相似し、そして二人の女性が皆非凡な文学才能を持っていた である。　
のみならず、 「宮中」という特殊な空間に展開される人々の生活
を捉える文学的視点においても、帝寵を一身に蒙った妃である 蕊夫人の「宮詞」百首と、一介の女房に過ぎない紫式部 日記と 間





























時の紫式部に酷似していると言えよう。天下人の姫様として大事にかしずかれ、一条天皇にも愛され いるが、人の目を避け 漢文教養を身につけようとする彰子中宮、普段の日も行事 時 、突然和歌の応酬を求められる女房たち、仕事で疲れて たた寝する美しい友人が驚かされた一齣
―
花蕊夫人の詩句で言うと「昼寝宮娥夢裡
驚」 、また何がしの女房が大事な席上 恥をかいたといっ 内容から、海を越えて日中の両後宮 重なって見えてくる。　































































































宮仕えを決意したのではないかと思われる。それが苦痛になったと日記に訴 た内容を検証すると、 その原因は（二六） （二八） （二九）（三四） （三五） （四一）などの段落、及び消息文的部分にはっきり見出すことが出来る。例えば、
「高きまじらひも、身のほどかぎりあるに、いとやすげなしかし」 （二六）
というくだりに、我が尊厳無き宮仕え生活を省みて れが所詮、御輿を担ぐ下人と変わらず、権門に雇われ 一女房に過ぎないという意識がはっきりと読み取れる。また日々の につい も
「いとくだりて上達部のゐたまはむも、かかる所といひながら、かたはらいたし」 （二九）






と存在価値が否定されたと同然のこととなってしまい、彼女の心はそれから「すさまじい」 「孤絶」に陥っていったのも火を見るように明白である。いってみれば、こういうことは現代の私たちの心にも起こりかねないことである。つまるところ、紫式部の出仕は先ず現代心理学の「自己実現理論」にいう「承認の欲求」に要因が見出されるかと考えら る。自分の生きようとする社会集団に受け入れてもらい、また価値ある と認められ、尊敬されることを求める気持ちは、古今東西を問わず、人間共通の欲求なのであり、それが拒否或いは蔑視されたとき、人は心に大きな傷を負 とになるいうことである。しかし、紫式部は、現実の不条理な一面を終始冷静に見据えて、
「心すごうもてなす身ぞとだに思ひはべらじ」 （四九段）
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